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XL-C7300 設置ガイド
このたびは、カラーページプリンタXL-C7300をお買い上げ
いただきまして誠にありがとうございます。以下の手順に
そってプリンタを設置してください。詳しくは取扱説明書
の「第1章 お使いになる前に」～「第5章 プリンタドライ
バのインストール」をご覧ください。

2001年6月 初版発行
富士通株式会社

製品の確認
製品を梱包箱/袋から取り出し、下図のとおり揃っていることを確認してくださ
い。プリンタケーブル/LANケーブルや用紙は含まれておりません。別途お買い求
めください。
万一、不良品や不足品がありましたら、ご購入元にご連絡ください。

プリンタ本体� トナーカートリッジ4本�
�

プリンタソフトウェア�
CD-ROM

取扱説明書�階調補正用色見本�

保証書在中�

保証書�電源コード、変換プラグ� 設置ガイド（本書）�

取扱説明書�

設置ガイド�

梱包箱�

�ドキュメントパック�

用紙について、�
修理・サービス網一覧表�

用紙について�

ドラムカートリッジ�
（プリンタ本体に装着されています）�

All Rights Reserved, Copyright  富士通株式会社 2001



2

設置場所を確認する
プリンタの設置場所は、次の点に注意してください。

●設置場所

注意 け が 製品は、重さ122kg（フル装備機：標準+拡張給紙ユニット-

B+両面ユニット）に耐えられる丈夫で水平な場所に設置して

ください。製品の転倒などによりケガの原因となるおそれが

あります。

次のような点を考慮して設置場所を決めます

・水平で安定した場所

・温度10～32℃　湿度15～85％（結露がないこと）。温度が32℃のときは湿度
47.5％以下、湿度が85％のときは温度27.8℃以下でお使いください。

●電源について

警告 感 電 電源プラグは、定格電圧100Vで定格電流15A以上のコンセン

トに単独で差し込んでください。また、たこ足配線をしない

でください。発熱による火災や感電のおそれがあります。な

お、本機の定格電源は、100V、15Aとなっています。

感 電 万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、本プリンタ

に添付されている平行3ピンの電源コードを使用してくださ

い。3ピンの電源コンセントが近くにない場合は、添付の変

換プラグを使用し、変換プラグから出ている緑色のアース線

を必ずいずれかに取り付けてください。

・電源コンセントのアース端子

　 ・銅片などを650mm以上地中に埋めたもの

　 ・接地工事（D種）を行っている接地端子
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●設置スペース

注意 火 災 製品の背面、上面奥と上面左側には通気口があります。通気

口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあ

ります。また、製品の操作、消耗品の交換、および日常の点

検など、製品を正しく使用し、製品の性能を維持するため

に、下図の設置スペースを確保してください。
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持ち運びかた
プリンタを設置場所に移動する際には、次のような点に注意して持ち運んでくだ
さい。

●必ず4人以上で持ち運んでください。

注意 け が プリンタの質量は､消耗品、用紙がセットされていない状態

で約79kgです。必ず4人以上で持ち運んでください。

プリンタを持ち上げるときは､プリンタ正面に向かって、左

右両側と後ろ側の下方にあるくぼみを両手でしっかりと持っ

てください。このくぼみ以外を持って、持ち上げることは絶

対にしないでください。落下によるケガの原因となるおそれ

があります。

け が プリンタを持ち上げるときには､十分にひざを折り､腰を痛め

ないように注意してください｡

    

この部分を持つと
製品が破損します。�

●水平にして持ち運んでください
プリンタを前後、左右方向に10度以上傾けないでください。故障の原因となりま
す。

オプションの取り付け
本プリンタには以下のオプションがあります。テープとスペーサを取り外した後
に取り付けるものと、トナーカートリッジを取り付け後に取り付けるものがあり
ます。

●テープとスペーサを取り外す前に取り付けるもの
・拡張給紙ユニット

●トナーカートリッジ取り付け後に取り付けるもの
・両面ユニット ・プリンタRAMモジュール
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各部の名称
本プリンタの主要各部の名称を説明します。

センタートレイ�
�

用紙止め�
�

オペレータパネル�
�

フロントカバー�
�

用紙トレイ1�
�

電源スイッチ�
�

R4カバー�
�

R3カバー�
�

手差しトレイ�

R2カバー�
�
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テープとスペーサの取り外し
輸送時の振動および衝撃から本プリンタを守るため、梱包箱から取り出した本プ
リンタは、カバーの開閉部分をテープ止めされたり、各部にスペーサが取り付け
られたりしています。プリンタを設置したら、まず各部のテープとスペーサを取
り外してください。

お願い
テープやスペーサが残ったままプリンタを使用すると、紙づまりや故障の原
因となることがあります。必ず、次の手順に従って、全てのテープとスペー
サを取り外してください。

◆テープを取り外す

以下の7か所がテープ止めされています。下図を参照し、すべてのテープをはがし
てください。

●プリンタ本体左側/上側(4か所)

●プリンタ本体右側(2か所)
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●トレイ内側(1か所)

トレイを引き出して、�
テープをはがしてください。�

スペーサを取り除く

お願い
取り除いたスペーサは、製品の内部に残さないでください。

①　正面のフロントカバーを開ける
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② 正面右側のタグに付いている黒い固定ピンを、手前に強く引き抜く
固定ピンが取り外されます。

③ 正面左側にあるストッパーを持ち上げる

④ ハンドルを下ろす
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⑤ 手差しトレイを開いて、スペーサ（ビニールシート）を取り除き、本体の左側

カバーの解除レバーを押し上げて、左側カバーを開ける

⑥ タグに付いている赤いひもを、強めに引き抜く
2つの固定ピンが取り外されます。

お願い
・ボンと音がしますが、異常ではありません。
・固定ピンは、製品の中に残さないでください。そのまま閉めると故障の原
因となります。

斜めに引かずに、矢印の方向にまっすぐ引いてください。

⑦ 左側カバー（①）、手差しトレイ（②）の順番に閉じる
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⑧　本体正面のタグに付いている４本の赤いビニールテープを、手前にゆっくり
引き抜く
スペーサ４枚が取り除かれます。

お願い
スペーサと一緒にドラムカートリッジが引き出されてしまった場合は、元の
位置に押し込んでください。

⑨ ハンドルを上に戻す

⑩ ストッパーを下ろす
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トナーカートリッジを取り付ける

警告 やけど トナーカートリッジを絶対に火中に投じないでください。

カートリッジ内に残っているトナーの粉じん爆発により、や

けどのおそれがあります。

①　トナーカートリッジ４本（KCMY）を、梱包箱から取り出す

②　図のように、軽く3～4回振り、中のトナーを均一にする

③　本体正面のトナーカートリッジ差し込み位置と同じ色のトナーカートリッジ
を、矢印を上にして、製品の奥に突き当たるまで差し込む
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④ トナーカートリッジを、鍵印（ ）まで、ゆっくり右にまわして固定する

⑤　②～④を繰り返して、４本のトナーカートリッジをすべて取り付ける

⑥　フロントカバーを閉じる

●ガイド●�

フロントカバーが閉まらない場合は、以下の手順に戻り、確認してください。
・ハンドルを上に戻す。（「スペーサを取り除く」の手順 ⑨（11ページ）参
照）
・ストッパーを下ろす。（「スペーサを取り除く」の手順 ⑩（11ページ）参
照）
・トナーカートリッジを固定する。
（「トナーカートリッジを取り付ける」の手順 ④（13ページ）参照）
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用紙をセットする
お客様がご使用になる用紙をセットしてください。ここでは、トレイ１を例に、
A4サイズの用紙をたて向きにセットする方法について説明します。

①　用紙トレイ1を、止まるまで手前に引き出す

②　トレイ内にある2か所の用紙ガイドをクリップをつまんで外側にずらす

●ガイド●�

工場出荷時、用紙トレイ1の用紙ガイドは、A4サイズのたて向きに合わせら
れています。

③　用紙の四隅をそろえ、印刷する面を上にして、左手前に用紙をセットする
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④　用紙ガイドのクリップをつまみながら、用紙の端に当たるまでずらす

お願い
・折りめやシワが入った用紙や、カールしている用紙は使用しないでくださ
い。また、最大収容枚数(用紙上限)を超えて、用紙をセットしないでくだ
さい。
・用紙ガイドを用紙に強く押しつけすぎると、紙づまりの原因になります。
・用紙ガイドが、目盛りの穴にぴったりはまっていることを確認してくださ
い。用紙ガイドが目盛りサイズに合っていないと、用紙サイズを自動検出
できない場合があります。このときは、いったん用紙ガイドをずらし、再
度目盛りに合わせてください。

⑤　用紙トレイ１を、プリンタの奥までしっかり押し込む

お願い
用紙トレイを、無理な力で押し込みすぎないようにしてください。
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増設メモリを取り付ける

注意 破 損 本オプションを設置する際は、電源プラグをコンセントから

抜いて作業をしてください。電源を入れたまま作業をする

と、オプション品および機器が破損するおそれがあります。

さらに、本オプション品は静電気に弱いため、取り扱い時に

は十分注意してください。

①　本体上面の右奥にあるカバーの取っ手を、持ち上げて、矢印の方向に外す

②　４つのねじを、手前2か所、奥2か所の順番に、空回りするくらいまでゆるめ
て、金属の板を外す

お願い
ねじは、完全に取り外さないでください。
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③　メモリの切り欠きが左側にくるように持ち、スロットMに真っすぐに差し込
む。軽く差し込んだ状態で、左、右の順に強く押し込む

切り欠き�

スロットM

〈基盤の配置　上面図〉�

④ 金属の板を差し込み、４か所のねじを留める

⑤ カバーを取り付ける
これで、取り付けは終了です。正しく取り付けられたかどうかは、本体設置の最後
に印刷する機能設定リストで確認してください。
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電源の投入

①　本体背面にある電源コードのコネクタに、電源プラグを差し込み、もう片方
を、電源コンセントに差し込む
アース線も接続します。

電源コード�

変換プラグ�

適正電源コンセント  

お願い
本プリンタには平行３ピンの電源コードが添付されています。できるだけ３
ピンのコンセントをご使用ください。
もし、３ピンの電源コンセントがない場合には、添付の変換プラグを使って
図に示すように電源コードとアース線を接続してください。

②　上面の左奥に貼られているピンク色のシールをはがし、シールの下にある電
源スイッチの｢｜｣側を押す
電源が入ります。

オペレータパネルのディスプレイに「オマチクダサイ」と表示され、約2分で、
「プリントデキマス」と表示されます。
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プリンタ単体の動作確認
プリンタが正しく設置されたことを確認するため、オペレータパネルから機能設
定リストを印刷します。

プリンタが正しく印字できること、およびオプションが取り付けられている場合
には、正しく設置できたかどうかを確認できます。

オペレータパネルの基本的な操作については取扱説明書「第12章　オペレータパ
ネルの操作」、詳細については取扱説明書「第14章　共通メニューの設定」を参
照してください。

◆オペレータパネル上のボタンと基本的な使いかた

プリンタの設定は、液晶ディスプレイにメニュー画面を表示しています。メニュー
画面はいくつかの階層で構成されています。メニュー画面での操作には次のスイッ
チを使用します。

・メニュー画面を表示するには
・ディスプレイに〔プリント　デキマス〕と表示されている場合
〔オンライン〕スイッチ
・ディスプレイに〔オフライン〕と表示されている場合
〔オンライン〕スイッチ→〔メニュー〕スイッチ

・メニュー画面を終了する、設定を中断する、最初からやり直すには
〔メニュー〕スイッチ
・別のメニューや項目を表示したいときは
〔▼〕、〔▲〕スイッチ
・表示されているメニューを選択して、1つ下の階層に移るには
〔 〕スイッチ
・１つ上の階層に戻るには
〔 〕スイッチ
・設定を確定するには
〔排出／セット〕スイッチ（確定した値には「*」が付きます。）
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◆機能設定リストの印刷方法

次の手順で機能設定リストを印刷します。

お願い
機能設定リストは、A4サイズ縦の用紙に印刷されます。用紙トレイにA4サイ
ズ縦の用紙をセットしてください。

①　オペレータパネルが以下の状態であることを確認する

　フ°リントテ゛キマス�

②　〔メニュー〕スイッチを押す

メニュー�

レホ°ート／リスト�

③　〔 〕スイッチを１回押す

レホ°ート／リスト�

キノウセッテイリスト�

④　〔 〕スイッチを１回押す

キノウセッテイリスト�

フ°リントテ゛キマス�

⑤　〔排出/セット〕スイッチを押す

キノウセッテイリスト�

フ°リント　シテイマス　トレイ＊�
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機能設定リストが印刷されます。

お願い
機能設定リストが印刷されない場合は、電源を切り、電源を入れ直してくだ
さい。オペレータパネルの液晶ディスプレイに「プリント デキマス」と表
示されたら、再度機能設定リストを印刷します。それでも印刷されない場合
は、お買い求めの販売店、または「富士通パーソナル製品に関するお問合せ
窓口」にご連絡ください。

⑥　〔メニュー〕スイッチを押す

　フ°リントテ゛キマス�

このマニュアルは再生紙を使用しています。
B5WY-0191-01-00

オプションの
情報が印刷さ
れます。


